
最大の祭典
太陽の祭り 「インティライミ」

6月24日の冬至の日（南半球）に世界遺産の街クスコ（インカ帝
国の首都）で開催される南米三大祭りのひとつ。

インティライミは、最高神である太陽（インティ）と、大地の神
パチャママに過去１年の収穫への感謝と、来季の豊作を願う儀式
として行われる。以前は生きたアルパカをいけにえにしていたが、
現在は形だけ。見どころは、色とりどりの衣装を身に付けた人々
の踊りと音楽、そして7色のインカの旗がはためく風景。

ペルーの人々は太陽と大地への感謝の祈りを忘れていない。



⚫プカラの牛は陶器製の牛の手工芸品で、

その名のとおり牛の形をしており、そ

れぞれが守護、幸福、豊穣などの特別

な意味を持つ色鮮やかな花や描線で装

飾されています。ペルーの山岳地帯で

は守り神として家の屋根に飾られます。

⚫ペルー南部、プーノ州ランパ郡に位置

するプカラ地区のものは、歴史も長く

アンデスのアイデンティティーの象徴

としても最も有名です。

色の意味

◼ 黒：自我・誕生

◼ 緑：経済的繁栄・健康

◼ 青：信頼・忠誠・友情

◼ 赤：愛・満足感

◼ 黄色：喜び・幸運

プカラの牛



「カミソリの刃1枚すら通さない」といわれるクスコにある
宗教美術博物館の礎石は 四角形ではなく複雑に刻まれ
た上、まったく隙間なく美しく積み上げられ、1590年の大
地震でもびくともしなかったという。
「12角の石」は、かつては第6代皇帝の宮殿が建ってい
たことから、王の一族（12人の家族）を象徴しているとも、
1年の各月を表しているとも言われる。他に「14角の石」
もあり、観光スポットとなっている。

インカの石材建築

14角の石12角の石 クスコの街並み



民族衣装

ペルーには地域によって柄や形などが様々である。
帽子や刺繍、上に羽織る「ポンチョ」や「マント」に注目！

特徴①：カラフル。
特徴②：三つ編みにぼうし
特徴③：すその広がったスカート



マリネラとはペルーを代表す
るダンスで、優雅でエネルギッ
シュなダンス。

ブラジルのサンバ、アルゼンチ
ンのタンゴと共に、「南米３大
ダンス」と言われていて、 基
本的には男女のペアで踊る。

衣裳は騎馬民族の衣装、女
性の衣装はレースとロング
ドレスが特徴で、男性は黒
のスーツのものが多い。地
域によって衣装には特徴が
あり違いがあり、見るのも
楽しい。

マリネラ

マリネラの衣装



フォルクローレに使用する民族楽器
（南米の民族音楽）

⚫ ボンボ⚫ サンポーニャ⚫ チャランゴ

フォルクローレで使われ

る大太鼓。毛が生えたま

まの毛皮を使用している。

日本の太鼓よりもやわら

かい音を奏でる。

大きさは40㎝～60㎝程度

の小型弦楽器。南米ではよ

く使用されている楽器で主

に伴奏を担当する。

バンパイプと呼ばれる笛の

一種。フォルクローレでは

メロディを担当することが

多い。長い管を組み合わせ

ることで音階をつくる。



ペルーのお正月のゲン担ぎ

新年を祝う乾杯の後、

12粒のぶどうを願いごと

をしながら食べると

1年を通じて幸運になれる

といわれている。

幸運の色といわれる黄色

を身に着ける。

金運の緑、恋愛運の赤を

選ぶ人もいるが、

黄色が圧倒的人気。

年末は黄色い下着が

とてもよく売れる。

スーツケースを持って

自宅周辺を歩き回ると、

その年は旅行がたくさ

んできるようになると

いわれている。距離が

長ければ、遠くに旅行

できる。

AIAのペルー人スタッフです。

お正月にペルー人が行う、

ゲン担ぎを紹介します★
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リャマとアルパカはどこが違う？


